
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

～
リ
ヴ
ァ
ー
ブ
～

R
E
V
E
R
B

生
徒
会
新
聞

生
徒
会
新
聞

R
E
V
E
R
B

～
リ
ヴ
ァ
ー
ブ
～
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三
年
生
の
皆
さ
ん
、
御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
式
を
迎
え
ら
れ
、
嬉
し
さ
や
寂
し
さ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨
を
お
持
ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
校
生
活
三
年
間
で
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は
、
今
と
な
っ
て
は
全
て
が
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
新
た
な
生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
様
々
な
所
で
活
躍
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

普
通
科　

第
五
十
五
回
生　

衛
生
看
護
科　

第
四
十
一
回
生

☆
各
代
表
者
と
各
賞
受
賞
者
☆

〇
卒
業
証
書
授
与
者

　
　

 　
　

普
通
科
代
表

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

波
田
野　

優
太

Ａ
三
年

　
　

 

（
柳
井
南
中
学
校
出
身
）

〇
卒
業
証
書
授
与
者

　
　

 

衛
生
看
護
科
代
表

　

 

児
玉　

桃
香

Ｎ
三
年

　
　

 

（
平
田
中
学
校
出
身
）

〇
答
辞

〇
山
口
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
賞

〇
山
口
県
私
立
中
学
高
等
学
校

特
色
教
育
振
興
表
彰
功
績
賞

〇
柳
井
市
体
育
協
会
賞

　

 

吉
崎　

祐
衣

Ｂ
三
年
二
組

　
　

 

（
柳
井
中
学
校
出
身
）

〇
産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞

　

 

真
部　

梨
沙

Ｂ
三
年
二
組

　
　

 

（
麻
里
布
中
学
校
出
身
）

〇
記
念
品
贈
呈

〇
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校

連
合
会
賞

　

 

吉
賀　

ま
り

Ａ
三
年

　
　

 

（
柳
井
西
中
学
校
出
身
）

〇
産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞

〇
山
口
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
賞

〇
柳
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
感
謝
状

　

 

福
高　

茉
菜

Ｎ
三
年

　
　

 

（
下
松
中
学
校
出
身
）

〇
全
国
商
業
高
等
学
校
長
協
会
賞

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

西
生　

き
ら
り

Ｂ
三
年
一
組

　
　

 

（
由
宇
中
学
校
出
身
）

〇
全
国
看
護
高
等
学
校
長
協
会
賞

　

 

奥
村　

真
琴

Ｎ
三
年

　
　

 

（
柳
井
中
学
校
出
身
）

〇
山
口
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
賞

　

 

廣
岡　

伶
哉

Ｂ
三
年
一
組

（
兵
庫
県
・
山
陽
中
学
校
出
身

）

〇
山
口
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
賞

　
 

後
藤　

勇

Ｂ
三
年
一
組

　
　

 

（
周
東
中
学
校
出
身
）

〇
山
口
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
賞

　

 

森
川　

茜
Ｎ
三
年

　
　

 

（
柳
井
西
中
学
校
出
身
）

〇
山
口
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
賞

　

 

鶴
田　

龍
嗣

Ｂ
三
年
二
組

　
　

 

（
久
賀
中
学
校
出
身
）

〇
山
口
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
賞

　

 

杉
本　

美
樹

Ｎ
三
年

　
　

 

（
周
東
中
学
校
出
身
）

〇
山
口
県
産
業
教
育
振
興
会
賞

　

 

三
宅　

竜
司

Ｂ
三
年
一
組

　
　

 

（
柳
井
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞
・
代
表

　

 

坂
田　

健
司

Ｂ
三
年
一
組

　
　

 

（
柳
井
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　
 

長
與　

琴
海

Ｂ
三
年
一
組

　
　

 

（
由
宇
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

井
上　

陸
Ｂ
三
年
二
組　
　

　
　

 

（
柳
井
南
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

小
村　

和
照

Ｂ
三
年
二
組　
　

　
　

 

（
柳
井
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

鶴
原　

渚
Ｂ
三
年
二
組　
　

　
　

 

（
大
畠
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

本
勝　

直
美

Ｂ
三
年
二
組　
　

　
　

 

（
大
畠
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

村
岡　

剛
至

Ｂ
三
年
二
組　
　

　
　

 

（
通
津
中
学
校
出
身
）

〇
三
年
間
皆
勤
賞

　

 

角
本　

優
奈

Ｎ
三
年

　
　

 

（
熊
毛
中
学
校
出
身
）

〇
柳
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝
状

　

レ
オ
ク
ラ
ブ

卒業証書授与式

・
福
高
茉
菜
（
部
長
）

・
糸
浜
未
央
（
副
部
長
）

・
濵
岡
美
咲
（
副
部
長
）

・
坂
田
健
司
・
浴
田
寿
美

・
尾
方
麻
貴
・
奥
村
真
琴

・
児
玉
桃
香
・
永
冨
明
日
香

・
鳴
本
春
花
・
西
山
遥

・
浜
川
沙
彩
・
林
実
代
子

・
林
里
香　

・
松
嶋
奈
々

・
丸
山
麻
希
・
與
田
麻
奈
美
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３月
　　１日 ( 土 )　平成２５年度卒業証書授与式
　　３日 ( 月 )　卒業式代休
　　４日 ( 火 )　登校指導、修学旅行【２年】（７日まで）
　　　　　　　スポーツフェスティバル【１年】、ボランティア【GB１－３】
　　５日 ( 水 )　校内進路ガイダンス【１年】
　１２日 ( 水 )　准看護師試験合格発表
　１４日 ( 金 )　教科書販売、服装頭髪指導
　１５日 ( 土 )　ジュニア選抜【テニス部】
　１７日 ( 月 )　交通指導
　１８日 ( 火 )　事前指導【N２】
　１９日 ( 水 )　事前指導【N２】
　２０日 ( 木 )　終業式
　２１日 ( 金 )　制服採寸【新入生】
　　　　　　　全国選抜大会【フェンシング部】（２３日まで）
　２５日 ( 火 )　入学説明会【新入生】
　２８日 ( 金 )　全国選抜大会【レスリング部】（２９日まで）
４月
　　６日 ( 日 )　岩柳大会【弓道部】
　　８日 ( 火 )　始業式・入学式
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恩
師
か
ら
卒
業
生
へ

①
全
員
が
三
年
間
、
勉
強
を
よ
く
頑
張
っ
た
こ
と
。
少

人
数
ク
ラ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
再
認
識
で

き
た
こ
と
。
生
徒
た
ち
が
気
を
利
か
せ
て
く
れ
て
、
ク

ラ
ス
運
営
が
で
き
た
こ
と
。

②
苦
労
し
た
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
習
環

境
の
整
備
、
学
力
向
上
、
生
き
る
力
の
向
上
は
、

い
つ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

④
好
き
な
こ
と
、
興
味
が
あ
る
こ
と
を
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
や
り
、
自
分
を
大
切

に
し
、
他
人
を
大
切
に
し
、
素
敵

な
人
生
を
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

precious memory precious memory precious memory precious memory precious memory  precious memory precious memory

　

卒
業
生
を
受
け
持
た
れ
た
担
任
の
先
生
方
へ
、
①
ク
ラ

ス
で
の
思
い
出 

②
ク
ラ
ス
で
苦
労
し
た
こ
と
③
座
右
の

銘 

④
卒
業
生
へ
、
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

＊
髙
山 
智
里
＊

precious memory precious memory precious memory precious memory precious memory  precious memory precious memory

①
日
々
の
小
さ
な
事
な
ど
、
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ク
ラ
ス
全
員
で
の
思
い
出
と
言
え
ば
、
学
園
祭

で
「
あ
り
が
と
う
」
を
歌
っ
た
こ
と
。
本
番
に
向
け
て
、

音
楽
室
と
か
で
練
習
に
励
ん
だ
こ
と
が
良
い
思
い
出
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
甲
子
園
に
行
っ
た
事
。
本
当
に
暑
い
、

熱
い
夏
で
し
た
。

②
一
年
の
時
は
、
具
合
が
悪
い
子
が
数
名
い
て
、
保
健

室
に
運
ぶ
の
が
大
変
で
し
た
。

③
「
前
へ
」

④
卒
業
お
め
で
と
う
。
一
年
の
時
は
学
年
で
集
ま
れ
ば

お
し
ゃ
べ
り
が
多
く
、
人
の
話
を
聞
け
な
い
状
態
が
し

ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
本
当
に
落
ち

つ
い
て
き
た
み
な
さ
ん
の
姿
に
成
長
を
感
じ
ま
す
。
お

し
ゃ
べ
り
は
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
素
直
な
子
が
多
く
、

気
持
ち
の
優
し
い
子
ば
か
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
素
直
な
心
を
失
う
こ
と
な
く
、
誰
か

ら
も
か
わ
い
が
ら
れ
る
人
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
あ
な
た
達
の
人
生
に
幸
多
か
れ
と
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

①
学
園
祭
で
の
お
で
ん
が
大
赤
字
！
衝
撃
的
で
し
た
（
笑
）

こ
の
事
が
き
っ
と
二
・
三
年
生
で
の
ク
ラ
ス
の
出
し
物

に
活
か
さ
れ
た
と
私
は
思
っ
て
い
る
！
い
や…

、
そ
う

に
違
い
な
い
。
ま
た
、
山
口
国
体
で
は
、
ク
ラ
ス
の
子

た
ち
が
旗
を
つ
く
っ
て
応
援
に
来
て
く
れ
た
事
、
本
当

に
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
の
応
援
が
あ
っ
た
か

ら
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
何
よ
り
勇
気
が
出
ま
し

た
！
応
援
の
力
の
す
ば
ら
し
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま

し
た
！
今
で
も
良
い
思
い
出
で
す
！

②
と
に
か
く
う
る
さ
か
っ
た
（
涙
）　

特
に
男
子
！
何
か

あ
る
た
び
に
一
年
二
組…

。
お
か
げ
で
、
忍
耐
力
が
つ

き
ま
し
た
。
（
笑
）　

た
だ
、
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
大
人

に
な
っ
て
い
く
姿
が
み
う
け
ら
れ
、
何
か
を
や
ろ
う
と

し
た
時
は
、
男
子
も
女
子
も
よ
く
ま
と
ま
り
、
そ
の
つ

ど
成
長
す
る
姿
が
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
今

と
な
っ
て
は
、
ど
れ
も
良
い
思
い
出
で
す
！

③
ク
ラ
ス
目
標
で
も
あ
っ
た
『
明
る
く
元
気
よ
く
！
』

辛
い
事
が
あ
っ
て
も
明
る
く
前
向
き
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

や
っ
て
い
け
ば
何
と
か
な
る
も
ん
で
す
！

④
担
任
と
し
て
は
１
年
間
、
女
子
は
体
育
で
か
か
わ
れ

ま
し
た
が
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
し
っ
か
り
し
た

考
え
方
、
大
人
に
な
っ
て
い
る
姿
を
陰
な
が
ら
み
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
私
自
身
も
沢
山
の
事
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
！
そ
し
て
、
３
年
間
柳
井
学
園
の
生

徒
と
し
て
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
！
卒
業
お
め
で
と
う
！

卒
業
し
て
も
遊
び
に
来
て
ね
～
♪

①
昨
年
行
わ
れ
た
学
園
祭
で
す
。
担
任
を
十
二
年
間
や
っ

て
き
た
中
で
初
め
て
生
徒
の
企
画
・
運
営
の
下
で
全
て

行
え
た
こ
と
。
今
ま
で
は
担
任
と
し
て
手
伝
う
事
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
発
案
や
協
力
関

係
の
良
さ
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
生
徒
主
体
で
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
三
年
間
を
振
り
返
っ

て
生
徒
の
成
長
が
非
常
に
分
か
り
、
感
動
し
た
学
園
祭

に
な
っ
た
た
め
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

②
苦
労
し
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
具
体
的
に

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
苦
労
を
乗
り
越
え
て
人
は
成

長
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
苦
労
す
る
事
は
、

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
人
を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
一
つ
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
、
プ
ラ
ス
思
考
に
考
え
て
い
ま
す
。

③
『
時
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
時
を
刻
む
人
間
に
な

れ
』
丸
村
寿
夫
、
『
夢
を
見
て　

夢
を
追
い
か
け　

夢
を

食
う
』
国
分
秀
雄

④
私
は
、
『
社
会
性
の
習
得
』
と
い
う
教
育
理
念
の
下
に

ク
ラ
ス
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
は
、
学
問
以

外
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
最
終
教
育
機
関
で
す
。

校
則
が
厳
し
い
と
か
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
全
て
自
己
責
任
の
下

で
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
進
学
す
る

①
行
事
ご
と
に
、
み
ん
な
の

成
長
が
見
れ
た
こ
と
。
学
園
祭

で
は
、
ク
ラ
ス
企
画
な
ど
、
こ
ち

ら
が
指
示
し
な
く
て
も
、
自
分
た
ち
で

考
え
行
動
し
、
素
晴
ら
し
も
の
を
作
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
の
成
長
を
間
近
で
見
ら

れ
て
幸
せ
で
し
た
。

②
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
事
に
感
謝
。

③
あ
せ
る
な
、
く
さ
る
な
、
あ
き
ら
め
る
な
！

④
「
人
間
は
耳
が
二
つ
に
口
が
一
つ
、
多
く
聞
い
て
、

す
こ
し
言
う
た
め
」
言
う
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
主
張

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
謙
虚
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
よ
い
人
生
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
や
学
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祭
、
修
学
旅
行
な
ど
な
ど
、
行

　
　
　
　
　
　
　
　

事
の
度
に
勃
発
す
る
女
子
の
闘
い
。

　
　
　
　
　
　
　

毎
回
頭
痛
の
タ
ネ
で
は
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　

が
、
直
接
対
決
あ
り
、
大
号
泣
あ
り
の
中
、

　
　
　

な
ぜ
が
そ
の
場
を
凌
ぎ
、
行
事
を
そ
れ
な
り
に

　

   

や
っ
て
の
け
て
し
ま
う
強
さ
と
た
く
ま
し
さ
に
感

　

心
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
友
情
や
仲
間
意
識
を
深
め
、
ま
た
折
り
合
い
を
つ
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
身
に
付
け
、
成
長
し
て
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

②
人
の
話
を
聞
か
な
い
こ
と
で
、
忘
れ
物
を
し
た
り
行

動
で
き
な
か
っ
た
り
．
．
．
。
「
先
生
、
聞
い
て
ま
せ
ん
！

（
こ
っ
ち
が
伝
え
て
な
い
か
の
よ
う
に
）
」
と
い
う
セ
リ

precious memory precious memory precious memory precious memory precious memory  precious memory precious memory

precious memory precious memory precious memory precious memory precious memory  precious memory precious memory

A１
A２
A３

＊
丸
村 

寿
夫
＊

 1-1
２-1
３-1

＊
安
村 

修
郎
＊

 1-３
２-２
３-２

＊
伊
藤 

美
穂
＊
N２
N３

＊
宮
本 

裕
子
＊

 1-２

＊
新
本 

智
子
＊
N１

に
し
て
も
就
職
す
る
に
し
て
も
い
ず
れ
社
会
に
出
て
行

き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
人

間
関
係
に
お
い
て
も
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
か
な
け

　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

で
も
、
こ
の
三
年
間
の
君
た
ち
の
成
長
し
た
姿

　
　
　
　
　

か
ら
は
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
送
り
出

　
　
　
　
　
　
　

せ
る
思
い
で
一
杯
で
す
。
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

の
経
験
を
生
か
し
て
、
ま
す
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。

フ
を
何
度
聞
い
た
こ
と
か
．
．
．
。
そ
し
て
、
と
に
か
く
マ

イ
ペ
ー
ス
！
！
進
路
も
資
格
試
験
も
、
最
後
ま
で
本
当

に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
で
し
た
。

③
「
生
き
て
い
る
う
ち　

は
た
ら
け
る
う
ち　

日
の
く
れ

ぬ
う
ち
」
「
打
っ
て
反
省　

打
た
れ
て
感
謝
」※

剣
道
の

恩
師
の
受
け
売
り
で
す
。
一
本
と
っ
た
時
こ
そ
驕
ら
ず
、

反
省
点
を
探
し
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
。
一
本
取
ら

れ
た
と
き
に
は
、
弱
点
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
す
。

④
卒
業
お
め
で
と
う
。
い
よ
い
よ
独
り
立
ち
の
と
き
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
全
て
が
自
己
責
任
。
言
い
訳
の
な
い

納
得
で
き
る
人
生
を
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
活

躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。


